
令和 3年度 島根発ヘルスケアビジネス事業化支援事業 事業報告

 平成 27 年度からヘルスケアビジネスの創出支援を実施してきたが、事業化認定件数が現状 7 件にとどまっ

ている課題として、「事業者が現場の課題を把握することが困難」や「自社サービスの展開方法が分からずビ

ジネスモデルの構築が困難」といったことが考えられる。このような課題を解決するため、令和 3年度からは

スタートアップ支援に注力して支援を行った。 

 補助制度については、市場調査や医学的検証などを行う「可能性検証枠」と立案したビジネスプランの実証

等を行う「事業化支援枠」の２つに分け、事業計画段階から専門家による助言を行い支援した。また、前年度

までの採択事業者については、進捗状況や課題などをフォローアップし事業化へ向けた助言等を行った。 

１．島根県ヘルスケアビジネス産業推進協議会 

 目的：ヘルスケア産業の創出及び活性化により、産業振興及び雇用創出を図る。 

(1)産業推進協議会 

令和 3年度開催見送り 

 (2)幹事部会（令和 3年度補助金採択事業報告会） 

   第 1回 令和 3年 7月 28 日 株式会社 Canvas 

   第 2回 令和 3年 12 月 8 日 株式会社おはつ 

２．スタートアップ支援事業 

(1)サロン 

   医療・介護現場従事者とヘルスケアビジネス参入を目指す事業者との交流・意見交換により課題の深堀

を図った。 

  別添、報告書のとおり 

(2)アイデアソン 

 サロンで発掘された課題に対する事業アイデアの創出ならびに異業種同士のマッチングを図った。 

別添、報告書のとおり 

(3)メンタリング 

   事業化を目指したいアイデアに対し、ヘルスケアの専門家に相談ができる場を設け、ビジネスモデルの

ブラッシュアップを図った。 

   別添、報告書のとおり 

３．島根発ヘルスケアビジネス事業化補助金 

  令和 3年度採択事業者 2件（株式会社 Canvas、株式会社おはつ） 

  公募：令和 3年 3月 26 日から 12月 10 日まで計 3回 

  ※令和 3年度末 事業化件数 7件（目標：令和 6年度末 14件創出） 

４．その他の主な取組 

 (1)既存採択者への伴奏型支援 

   専門家の派遣や助言等 4 事業者に実施（テクノ、CNC、Canvas、おはつ）

 (2)新規事業計画への助言等の支援 

   専門家の派遣や助言等 7 事業者に実施（ハイソフト、長楽園、PURLY、Umito、Seishin、ARITTO、すせ

り）
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令和 3年度 島根発ヘルスケアビジネス事業化支援事業 スタートアップ支援 事業報告 

ヘルスケア分野への新規ビジネス参入や事業者連携を目指しサロンやアイデアソンを実施。 

タイトル 内容 

令和 3年度 

「ヘルスケアサロ

ン」 

令和 3年 6月 25 日

◎事業者の現場の課題把握のため、実際に現場の方から現状や課題を伺い、意見交換

を実施。その課題解決の方策を議論するとともに、続くアイデアソンのテーマの深

堀を図った。 

・ファシリテーター 岡山大学 志水特任准教授 

・プレゼンテーション 

 ①株式会社すせり 岡田代表取締役 

  病院、行政での職務を経験し、現在民間の立場から見えている保険事業を展開す

る際の課題について 

 ②株式会社おはつ 掛谷氏（介護福祉士） 

  介護現場が今直面している状況や課題について 

・意見交換 

（参加者：29名、開催地：テクノアークしまね） 

令和 3年度 

「第 1 回アイデアソ

ン」 

令和 3年 9月 9日

◎サロンで発掘されたテーマについて、異業種交流によるグループワークで新たなヘ

ルスケアビジネスのアイデア創出の場を実施。 

・ファシリテーター 岡山大学 志水特任准教授 

 サロン振返り、デジタルヘルスの現状と事業化のポイントについて説明 

・コメディカルについて説明 

島根県立大学 松本准教授 

・事例紹介 

株式会社 Canvas 元廣代表取締役 

・グループワーク（オンライン 5G、会場 1G） 

 テーマ「医療従事者のスキルと IT を活用したヘルスケアビジネス」 

      ～IT を使って医療従事者の新たな働き方を実現～ 

・事業アイデア発表・講評  

（参加者：22名（うちグループワーク参加者 19名）、オンライン開催） 



令和 3年度 

「第 2 回アイデアソ

ン」 

～大学シーズ発～ 

令和 3年 11 月 18 日

◎大学の研究シーズをテーマとして、異業種交流によるグループワークで新たなヘル

スケアビジネスのアイデア創出の場を実施。 

・ファシリテーター 岡山大学 志水特任准教授 

・研究シーズ発表 

 ①島根大学人間科学部人間学科 辻本講師 

  「身体活動の行動変容を目指したプログラム」 

 ②島根大学生物資源科学部農林生産学科 池浦准教授 

  「植物の香りの機能性」 

 ③島根大学総合理工学部知能情報デザイン学科 廣冨准教授 

  「画像等を用いたコミュニケーション支援」 

・グループワーク 

 各シーズごとにグループに分かれてアイデア検討 

・事業アイデア発表・講評  

 （参加者：20 名（会場 17 名、オンライン 3名）、開催地：くにびきメッセ） 

令和 3年度 

「メンタリングデ

イ」 

令和 3年 12 月 3日

◎ヘルスケアビジネスを検討中、又は事業化にチャレンジしている事業者がメンター

から事業に必要な要素や課題可決法などのアドバイスをいただく相談会を実施。 

・メンター 

 ①岡山大学 志水特任准教授 

 ②BCC 株式会社 伊藤代表取締役社長 

 ③株式会社くまもと健康支援研究所 松尾代表取締役 

・相談者 6 事業者 （うち R4 補助金申請 2事業者） 

（開催地：島根県民会館） 


